
 

 

 

本調査は、文部科学省が学校の設置者（教育委員会、学校法人等）の協力を得て実施するもの

です。 

 

◇ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その

改善を図る。 

        ◇ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

        ◇ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立 

する。 

 

 

 

❶ 教科に関する調査（国語、算数・数学・理科）          

         出題範囲は、調査する学年の全学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題 

        内容は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

          ① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、

実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能 等 

          ② 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な問題解決の

ための構想を立て実践し評価・改善する力 等 

調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。 

❷ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関す

る調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する調査 

 

 

◎小学校（児童質問紙は、2 時間目終了後以降に、各学校の状況に応じて実施） 

１時限目 2 時限目 3 時限目  

国語（45 分） 算数（45 分） 理科（45 分） 児童質問紙（２０～４０分程度） 

◎中学校（生徒質問紙は、2 時間目終了後以降に、各学校の状況に応じて実施） 

１時限目 2 時限目 3 時限目  

国語（50 分） 数学（50 分） 理科（50 分） 生徒質問紙（２０～４5 分程度） 

国・公・私立学校の小学校第６学年、中学校第３学年 原則として全児童生徒 

令和 4 年度全国学力・学習状況調査の目的や実施内容 

 

 

 

調査の目的 

調査対象     

調査内容     

時間割     



 

 

 

※ 全国平均正答率等との比較 

【小学校】 

 正答率 よかったところ 課題であるところ 

国語 高い ［話すこと・聞くこと］ 

話合いの中の発言の意図理解 

［読むこと］ 

情景と心情の関係理解 

算数 やや高い ［変化と関係］ 

伴って変わる２つの数量が 

比例関係の理解 

［変化と関係］ 

飲み物と果汁の量の割合の理解 

理科 やや高い ［エネルギー］ 

光の性質 

［生命］ 

こん虫のからだのつくり 

【中学校】 

 正答率 よかったところ 課題であるところ 

国語 やや低い ［言葉の使い方や特徴］ 

・漢字の書き取り 

・行書（書写）の特徴 

「書くこと」 

自分の考えを分かりやすく書いた

り、文章から必要な部分を引用し

てまとまりのある文章を書いたり

すること 

数学 やや低い ［数と式］ 

目的に応じた式の変形とその意

味の読み取り 

「数と式」 

基本的な計算と数学用語の 

理解 

理科 やや低い ［地球］ 

気圧・気温・湿度の変化の読取り 

［エネルギー］ 

モデル実験における変える条件と

変えない条件を制御した実験計画 

         

   

 

 

 

 

 

令和４年度全国学力・学習状況調査学力結果 

 



■ 課題となる問題「変化と関係」（小学校算数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 課題となる問題「一次関数」（中学校数学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

※ 全国平均を０として全国の平均パーセントとの差を提示     

※ 質問紙６９項目程度の中から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度全国学力・学習状況調査質問紙全国平均との比較 
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将来の夢や目標をもっている

自分でやると決めたことはやり遂げる

人の役に立つ人間になりたい

いじめはどんな理由があってもいけないこと

普段1日あたり1時間以上（中学校2時間以上）の

勉強

普段1日あたり、30分以上の読書

普段1日あたり、ゲームやスマホの使用時間2時間

未満

国語の勉強は好きか

算数・数学の勉強は好きか

国語の勉強は大切だと思うか

算数・数学の勉強は大切だと思うか

先生はよいところを認めてくれる

話合う活動を通して考えを深めたり広めたりする

学級での話合いを生かして、自分が取り組むべき

ことに努める

小学校 中学校



児童生徒質問紙の結果から、「自分自身に関すること」においては、全国とほぼ同じか、高い

項目が多く、「粘り強く物事に取り組んだり、社会に貢献したりする」姿勢や態度が育っている

ことが伺えます。学校生活では、学級の友達と教師との人間関係も良好で、教師はより児童生徒

理解に努め、児童生徒は学級をよりよくするために主体的に物事に取り組んでいることが分か

ります。国語や算数・数学の授業は好きで熱心に取り組むとともに、この学習が社会に役立つと

いう認識を持っています。 

しかし、中学校になると「スマホやゲームにあてる時間」が多くなり、家庭学習時間が少なく

なってきています。 

「スマホやゲームにあてる時間」を少なくし、自分が望む進路の実現のため、主体的に家庭学

習に取り組む習慣を確立することが大切だと考えます。 

   

 

 

 

児童生徒質問紙の結果は、小学校、中学校とも概ね全国平均と同じか上回

っています。問題の正答率は、小学校は全て全国より上回っています。中学

校では、正答率は全国よりやや低いので、授業で学習したことを定着させる

ための家庭学習時間の確保が必要となってきます。 

 

今まで取り組んで成果があった次の 2 点は継続して取り組みます。 

その 2 点に③の「家庭学習の充実」を加え、学力の向上を図ります。 

 

① 小学校と中学校とで補充学習の実施や学習指導の統一化を図り、 

また、効果的な ICT 活用の事例研修等を行う 

② 学力を向上させる基盤となる児童生徒の健全な育成を図る学級活 

動や道徳及び学校行事の質を高め、児童生徒間、児童生徒と担任との 

良好な人間関係を築く 

 ③ 学校からの毎日の適度な課題の提示と家庭学習の習慣化を図る学 

校と保護者との連携を図る 

 

今後も、児童生徒の自己実現に向けて、今までの取組を継続・徹底してい

きます。 

これからの取組 

 


